
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
３

【
日
時
】
10
月
６
日
（
日
）

13
時
〜
15
時
30
分　

【
場
所
】
高
知
工
科
大
学
講
堂

【
演
奏
】

・
陸
上
自
衛
隊
第
14
音
楽
隊

・
高
知
工
科
大
学
吹
奏
楽
部

・
鏡
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

【
主
催
】

高
知
県
防
衛
協
会
香
美
支
部

※

入
場
無
料
。
満
席
で
、
入
場

　鎌倉時代に幕府の基本

法とされる御成敗式目が

制定され、神社・仏寺を

大切にし、信仰の心をも

つことが制定され、室町

幕府もこれを基本法とし

た。新しく地域を拓き名

を作り、村に発展し氏神

と寺院が祀られた。

　当時岩改村は、大忍庄に属し、名主が支配した

が、長宗我部氏が土佐一国を治めると名田が召し

上げられて、家来の水田加兵衛に給地された。

　１８００年頃調査した南路志にはこうある。「牛

頭天王・ミヤノナル…。棟札に岩改村牛頭天皇。

天正８年９月１９日、本願　山田佐野平泉坊主　

〇別當　恵日寺、神主西川村甚太夫」

　韮生一統記では「古に佐岡村より勧請し、古い

時代に佐岡村大平か中後入（現在須賀神社鎮座）か

ら入植し、岩改川沿い５町４反余り拓き、岩改名

ができ氏神須賀神社を南岩改字針ノ木の山頂に祀

られいつの時代

か現在の宮ノ本

に遷座された」

とある。長宗我

部地検帳に載せ

られた田は山内

時代には本田と

いわれ、特別に

重要視され、土

地の永代売買を

禁止してこれを

保護した。元禄

地払帳では原氏

の知行地※である。岩改の米は、藩主へ献上される

ほどの美味で、韮生米の起こりとなったという。

１７００年の調べでは新田は１９町２反余り。現在

南岩改で見られる石垣のある棚田であり、美しい

景観を遺している。各地の適地はほとんど水田化

されたが、現在は植林の中に石垣が遺っている。

用水路はその谷や別の谷から等高線に沿って付け

られ、始めは岩を残し、小さい区画の水田であっ

たようである。長年かけて岩を割り、その石で高

さ２ｍを超す堅固な野積の石垣が築かれている。

岩の跡地は耕地となり、まさに一石二鳥である。

　拓きといわれる棚田造りは何代も受け継がれて

いる。ある者が西の方へ旅

をし、石割用の大鎚を購入

し、帰る途中、お城下で安政

の地震（１８５４）に遭遇し

たが、岩改まで持って帰っ

たという。田拓きへの熱意

がわかる。 (香美史談会）

※知行、俸禄で土地を与えられ

　農民から米を受け取る。岩改

　村本田は５４反。

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
防
衛
協
会
香
美
支
部

支
部
長　

西
山　

武

☎
53・

４
１
８
１

事
務
局　

宮
地　

☎
090

・

５
２
７
４

・

３
３
３
１

◆
親
子
さ
か
な
釣
り
大
会

　

美
し
い
自
然
の
中
で
、
さ
か

な
釣
り
を
楽
し
も
う
！

【
日
時
】
９
月
15
日
（
日
）
８

時
〜
14
時
（
小
雨
決
行
）

【
集
合
場
所
】
べ
ふ
峡
も
み
じ

茶
屋
駐
車
場

【
対
象
】
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
小
学
生
の
み
は
不
可
）

【
参
加
費
】
一
人
千
円

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】
９
月
10
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

ク
ラ
ブ
香
美
Ｉ
Ｎ
Ｇ
事
務
局

☎
53
・
４
４
６
１

　

53
・
７
１
７
８

 

私
は
今
年
４
月
に
香
美
市
へ

来
ま
し
た
。
高
知
工
科
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
基
盤
工
学

専
攻
１
年
生
で
す
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
学
で
博
士
号
取
得
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
旅
行

と
写
真
で
す
。

　

私
の
故
郷
、
バ
ッ
タ
ン
バ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
地
理

と
気
候
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
は
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
西
291
㌔
、
バ
ス
で
６
時

間
の
所
に
あ
り
ま
す
。
バ
ッ
タ

ン
バ
ン
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
一
番

気
候
が
い
い
で
す
。
６
月
と
７

月
に
雨
が
多
い
の
は
高
知
に
似

て
い
て
、
１
月
は
涼
し
く
、
４

月
は
暑
く
な
り
ま
す
。
稲
が
よ

く
育
つ
の
で
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
は

カ
ン
ボ
ジ
ア

の
米
ど
こ
ろ

と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
観
光

に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

穀
倉
バ
ッ
タ

ン
バ
ン
平
原

を
見
下
ろ
す
山
々
か
ら
の
絶
景
、

歴
史
あ
る
山
寺
、
サ
ン
カ
ー
川

沿
い
の
仏
教
寺
と
町
並
み
が
き

れ
い
で
す
。
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
を

流
れ
る
サ
ン
カ
ー
川
は
い
ろ
い

ろ
な
文
化
を
育
て
ま
し
た
。
サ

ン
カ
ー
川
に
つ
い
て
の
詩
、
小

説
、
映
画
、
歌
な
ど
が
作
ら
れ
、

人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
ら
の
表
現
者
・
詩
人
・
小
説

家
・
映
画
人
・
歌
手
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
代
表
す
る
文
化
人
で
す
。

　

最
後
に
お
い
し
い
食
べ
物
に

つ
い
て
で
す
が
、
バ
ッ
タ
ン
バ

ン
は
お
い
し
い
食
べ
物
の
産
地

と
し
て
も
有
名
で
、
『
香
り

米
』
は
と
て
も
お
い
し
い
お
米

で
す
。
世
界
一
お
い
し
い
と
い

わ
れ
る
緑
色
の
み
か
ん
も
有
名
。

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
特
製
デ
ザ
ー
ト

は
特
に
有
名
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
２
年
半
香
美

市
に
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第５０回
岩改村誕生と氏神
　 （香北町岩改）

76

　　　　　
ラ
ス　
ソ
バ
ン
サ
チ
ヤ　　　　　　

 

（
カ
ン
ボ
ジ
ア　

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２５年９月号 広報かみ平成２５年９月号２１ ２０

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳

お子さ

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲　

示　

板

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

いにしえ

みょう

まつ

ひら

みょうでん

おおさとしょう

ずてんのう

　　
(山田高校マンガ部)

小松  友捺ちゃん
（２歳・　韮生野）

　　
香

こまつ　   ゆ な

学
校

奏
楽
部

】防
衛
協
会
香
美
支
部

無
料
。
満
席
で
、
入
場

【

時
】

1

（

時【茶

る歳の誕生日を迎え

う

パ
パ
、
マ
マ
大
好
き

井村  悠人ちゃん
（２歳・　太郎丸）

　　
香

いむら　  ゆうと

）み
じ

☎
53
・
４
４
６
１

53
・
７
１
７
８

る方を募集していま

は香北町、○は物部町です。○○

【

時
】

1

（

時
〜
14
時
（
小
雨
決
行
）

【
集
合
場
所
】
べ
ふ
峡
も

茶
屋
駐
車
場 友捺ちゃん

歳・　韮生野）　　

   ゆ な

き

井村  悠人ちゃん
（２歳・　太郎丸）

　
　　

いむら   ゆうと

水
遊
び
大
好
き
！

吉本  莉子ちゃん
（３歳・　岩次）

　　
山

よしもと　り  こ

カ
エ
ル
が
大
好
き
！

小松  正宗ちゃん
（３歳・　駅前町 ）

　　
物

こまつ 　まさむね

月満１ ３歳

さんを紹介し

歳の誕生

します。

小松 
（２歳

こまつ　

松  正宗ちゃん
歳・　駅前町 ）

　まさむね

マ
マ
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と

お
や
つ
が
大
好
き
で
す
！

FAX

◆
縁
の
下
の
力
持
ち

　

今
年
も
土
佐
山
田
ま
つ
り
へ

足
を
運
び
、
華
や
か
、
か
つ
楽

し
い
踊
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

締
め
の
花
火
に
は
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
見
た
こ
と
で
し
た
。
今

回
花
火
を
上
げ
た
後
、
そ
の
包

み
紙
や
導
火
線
等
が
大
量
に
落

ち
て
く
る
た
め
、
後
片
付
け
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
驚
き
ま
し
た
。
舞
台
裏
を

支
え
る
人
あ
っ
て
の
祭
り
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
片
付
け
に
、
数
年
前

か
ら
白
ゆ
り
を
利
用
し
て
い
る

障
害
者
の
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
加
わ
り
、
汗
を
流

し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
で

き
る
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組

む
姿
勢
を
持
ち
、
祭
り
の
縁
の

下
の
力
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
感
動
し
た
今
年
の

土
佐
山
田
ま
つ
り
で
し
た
。

　
▼
土
佐
山
田
ま
つ
り
に
カ
メ
ラ

マ
ン
と
し
て
参
加
し
た
積
丹
町

の
広
報
担
当
と
広
報
香
美
と
は

深
い
つ
な
が
り
が
…
。
先
月
号

で
は
表
紙
や
姉
妹
都
市
交
流
だ

よ
り
に
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
や
、
積
丹
ソ
ー
ラ
ン

味
覚
祭
り
の
写
真
を
掲
載
し
ま

し
た
が
、
私
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
写
真
は
積
丹
町
の

広
報
担
当
が
撮
っ
て
く
れ
た
も

の
で
す
。
実
は
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
も
姉
妹
都
市
の
協
力
関
係

が
あ
る
ん
で
す
。
（
細
木
）

E

clu
b
-co
m
in
g
@
iv
y
.o
cn
.n
e.jp

ご

須賀神社

橋川野
国道
１９５

号

●

●

北岩改
公会堂

岩改

南岩改
棚田
南岩改
棚田

である。

け継がれて

国道
１９５

号

北岩改
公会堂堂

至　

美
良
布

とある

部地検

られた

時代に

月て月くカのとれ

は、藩主へ献上される

りとなったという。

南岩改の棚田

須賀神社

▲土佐山田まつりで顔合わせした

　積丹町広報担当（左）とパシャリ
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